
東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター

●医理工融合マテリアル研究2020
キーワード:医理工融合、有機合成、無機合成、高分子加工、生命化学

【研究概要】

【研究テーマ】

東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター
〒259-1292 神奈川県平塚市北金目4-1-1 電話 0463-58-1211（代表） 内線 4790

・糖類・糖脂質の分子レベルでの相互作用解析
・超薄膜ラッピング技術を用いた生体組織・細胞のライブイメージング
・ディスク状粒子の創製と薬物運搬体としての機能評価
・メソ～マクロポーラスシリカ粒子の合成とセンシング
・アップコンバージョン蛍光体の合成と機能評価
・水素吸蔵合金を利用したメタン合成法の確立
・層状・裁断化超薄膜の設計と医用応用 など
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本研究チームでは、化学・工学的見地に基づいて新規マテリアルを設計・創製し、人類
の健康や環境に役立つ独創的な研究テーマを遂行する。これを実現するために、創製し
たマテリアル評価に関してマイクロ・ナノ研究開発センター内外の研究者および企業との共
同研究テーマの立案を積極的に行う。
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新規融合マテリアルの創製
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